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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 51,613 24.9 2,011 ― 2,207 ― 921 ―

22年3月期第2四半期 41,337 △38.2 △2,467 ― △2,358 ― △3,662 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 6.47 ―

22年3月期第2四半期 △25.48 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 109,188 64,209 51.9 405.96
22年3月期 109,594 66,711 54.2 413.33

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  56,721百万円 22年3月期  59,398百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00
23年3月期 ― 2.50

23年3月期 
（予想）

― 2.50 5.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 102,000 16.4 3,500 ― 3,900 ― 1,500 ― 10.74
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(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想につきましては、現状で判断しうる一定の前提に基づいており、今後発生する状況の変化によっては実際の業績と異なる可能性があります。 
なお、上記の予想の前提条件その他の関連する事項につきましては、【添付資料】 ３ページ １．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 （３）連結
業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】 ３ページ ２．その他の情報をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 158,428,497株 22年3月期  158,428,497株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  18,705,938株 22年3月期  14,723,582株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 142,564,822株 22年3月期2Q 143,724,282株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間の売上高は516億13百万円（前年同期比24.9％増加）、営業利益は20億11百万円、経

常利益は22億７百万円、四半期純利益は９億21百万円となりました。 

セグメントごとの業績は以下のとおりであります。 

（工業機材事業） 

研削砥石及びＣＢＮ工具、ダイヤモンド工具は、主要顧客である自動車、鉄鋼、ベアリングの各業界の生産が

回復した影響を受け、売上げが増加しました。また、国内市場のみならず海外市場においても北米・欧州・アジ

ア市場でも回復基調が強まったことから、売上げが増加しました。研磨布紙は、主要顧客の在庫調整も終わり、

売上げが回復しました。その結果、工業機材事業の売上高は182億87百万円、営業利益は３億77百万円となりま

した。 

（セラミック・マテリアル事業） 

太陽光発電用・ＰＤＰ用電子ペースト並びに貴金属ペーストが、業界の伸張と積極的な販売活動により好調に

推移いたしました。触媒担体等のセラミック部品や、顧客の好調な生産の影響を受けたセラミック原料や電子部

材、エコカー減税等の後押しにより車載用が好調であった厚膜印刷回路基板も売上げが増加しました。デンタル

関連商品については、ジルコニア関連材料の新製品投入が計画より遅れたことから、売上げが減少しました。蛍

光表示管モジュールは、アメリカ市場における産業機器、計測器向けの回復により、好調に推移しました。その

結果、セラミック・マテリアル事業の売上高は200億13百万円、営業利益は20億40百万円となりました。 

（エンジニアリング事業） 

主力商品の乾燥機及び焼成炉については、成長分野であるリチウムイオン電池向け設備等の拡販に努めたもの

の、ほぼ前年並みの売上げとなりました。研削機械及び超鋼丸鋸切断機は鉄鋼業界向けに回復し、濾過装置等は

アジア市場向けに好調であったことから、それぞれ売上げが増加しました。その結果、エンジニアリング事業の

売上高は90億64百万円であり、56百万円の営業損失となりました。 

（食器事業） 

国内市場におきましては、消費者・企業の消費抑制の影響により、ホテル・レストラン及び百貨店・専門店向

けともに不振で、売上げが大きく減少しました。海外市場については、欧州市場の回復が遅れているものの、北

米市場における百貨店及び大型専門店向けが好調であったことから、売上げが増加しました。その結果、食器事

業の売上高は42億48百万円であり、３億49百万円の営業損失となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期末の総資産は、受取手形及び売掛金並びにたな卸資産が増加したものの、保有株式の株価下落に伴

い投資有価証券の時価総額が減少したことから、前期末に比べ４億５百万円減少し、1,091億88百万円となりまし

た。 

負債は、投資有価証券の時価総額の減少に伴い、その他に含まれる繰延税金負債が減少したものの、支払手形及

び買掛金が増加したことから、前期末に比べ20億95百万円増加し449億78百万円となりました。 

純資産は、その他有価証券評価差額金の減少及び自己株式の増加により、前期末に比べ25億１百万円減少し、

642億９百万円となりました。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

営業活動によるキャッシュ・フローは46億79百万円の収入となりました。これは主に売上債権の増加額30億67百

万円及びたな卸資産の増加額11億１百万円があった一方で、税金等調整前四半期純利益17億85百万円に加え、仕入

債務が36億97百万円増加したこと及び減価償却費が17億66百万円あったことによるものです。 

投資活動によるキャッシュ・フローは14億87百万円の支出となりました。主な要因は有形及び無形固定資産の取

得による支出16億１百万円によるものです。 

財務活動によるキャッシュ・フローは26億70百万円の支出となりました。主な要因は自己株式の取得による支出

が11億６百万円、配当金の支払額が３億59百万円あったことによるものです。 

その結果、当第２四半期末の現金及び現金同等物の残高は122億15百万円となり、前期末に比べ３億81百万円増

加しました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年３月期の見通しにつきましては、世界的に緩やかな景況回復が続くことを期待されておりますものの、

決して楽観できる状況にはないと考えます。当社グループといたしましては、成長市場であるエネルギー関連の新

商品・新技術の開発と拡販に邁進するとともに、価格競争力を備えた海外生産拠点の構築を図りつつ、新興国をは

じめ海外市場への展開をより一層積極的に推進し、業績の回復と成長性の確保に努めてまいります。 

なお、連結業績予想は平成22年10月28日発表の見通しを変更しておりません。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

（たな卸資産の評価方法） 

たな卸資産の簿価切下げについては、収益性の低下が明らかなものについてのみ、正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております。 

  

（法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

法人税等の納付税額の算定については、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によ

っております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降に経営環境の著しい変化が生じておら

ず、一時差異等の発生状況について大幅な変化がないと認められる場合に、前連結会計年度末の回収可能性の判

断を利用する方法によっております。 

  

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理基準に関する事項の変更 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益が１百万円それぞれ減少し、税金等調整前

四半期純利益が159百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は

163百万円であります。 

  

②企業結合に関する会計基準等の適用 

第１四半期連結会計期間より「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会

計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業

会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26

日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10

号 平成20年12月26日）を適用しております。 

  

③「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10

日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

これによる当第２四半期連結累計期間の経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微でありま

す。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 14,014 13,730

受取手形及び売掛金 30,405 27,436

商品及び製品 5,702 5,875

仕掛品 4,706 3,713

原材料及び貯蔵品 3,011 2,862

その他 2,282 2,917

貸倒引当金 △157 △184

流動資産合計 59,965 56,351

固定資産   

有形固定資産   

土地 11,748 11,890

その他（純額） 18,884 19,176

有形固定資産合計 30,633 31,066

無形固定資産 656 740

投資その他の資産   

投資有価証券 15,855 18,748

その他 2,172 2,785

貸倒引当金 △95 △99

投資その他の資産合計 17,932 21,435

固定資産合計 49,222 53,243

資産合計 109,188 109,594

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 16,817 12,918

短期借入金 6,610 11,083

未払法人税等 468 446

賞与引当金 1,246 996

その他 4,310 4,699

流動負債合計 29,453 30,145

固定負債   

長期借入金 11,000 7,000

退職給付引当金 1,517 1,771

その他の引当金 680 694

その他 2,327 3,271

固定負債合計 15,525 12,737

負債合計 44,978 42,883
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 15,632 15,632

資本剰余金 18,832 18,832

利益剰余金 32,669 32,108

自己株式 △7,605 △6,504

株主資本合計 59,529 60,070

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,211 3,818

為替換算調整勘定 △5,019 △4,490

評価・換算差額等合計 △2,807 △671

少数株主持分 7,488 7,313

純資産合計 64,209 66,711

負債純資産合計 109,188 109,594
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 41,337 51,613

売上原価 31,798 37,149

売上総利益 9,538 14,463

販売費及び一般管理費   

販売費 8,110 9,020

一般管理費 3,895 3,431

販売費及び一般管理費合計 12,006 12,452

営業利益又は営業損失（△） △2,467 2,011

営業外収益   

受取利息 20 21

受取配当金 135 140

受取賃貸料 41 73

助成金収入 77 1

その他 92 158

営業外収益合計 368 396

営業外費用   

支払利息 98 77

為替差損 67 83

持分法による投資損失 59 －

その他 32 39

営業外費用合計 258 200

経常利益又は経常損失（△） △2,358 2,207

特別利益   

固定資産売却益 148 0

貸倒引当金戻入額 － 2

特別利益合計 148 2

特別損失   

固定資産処分損 293 212

特別退職金 160 16

不正事故損失 373 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 157

その他 312 37

特別損失合計 1,140 424

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△3,349 1,785

法人税、住民税及び事業税 291 400

法人税等調整額 △8 165

法人税等合計 283 565

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,219

少数株主利益 29 298

四半期純利益又は四半期純損失（△） △3,662 921
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△3,349 1,785

減価償却費 1,892 1,766

不正事故損失 373 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 157

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14 △25

退職給付引当金の増減額（△は減少） △325 △242

その他の引当金の増減額（△は減少） △177 △13

受取利息及び受取配当金 △155 △162

支払利息 98 77

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 88 11

有形及び無形固定資産除売却損益（△は益） 145 212

売上債権の増減額（△は増加） △314 △3,067

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,513 △1,101

仕入債務の増減額（△は減少） △1,606 3,697

その他 2,095 1,709

小計 1,292 4,803

利息及び配当金の受取額 156 188

利息の支払額 △109 △86

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 810 △226

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,150 4,679

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,809 △1,601

有形及び無形固定資産の売却による収入 124 138

投資有価証券の取得による支出 △905 △7

投資有価証券の売却による収入 － 3

貸付けによる支出 － △14

貸付金の回収による収入 1 6

定期預金の預入による支出 △1,312 △1,057

定期預金の払戻による収入 1,215 1,107

その他 △74 △63

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,761 △1,487

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 992 △4,470

長期借入れによる収入 － 4,000

長期借入金の返済による支出 － △700

自己株式の取得による支出 △5 △1,106

配当金の支払額 △359 △359

その他 △36 △33

財務活動によるキャッシュ・フロー 590 △2,670

現金及び現金同等物に係る換算差額 228 △139

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 207 381

現金及び現金同等物の期首残高 11,569 11,834

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,776 12,215
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該当事項はありません。 

  

１ 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

高意思決定機関である取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象

となっているものであります。 

当社グループは、製品区分別の事業部を置き、各事業部は取り扱う製品について国内及び海外の包括的な戦略

を立案し、事業活動を展開しております。 

従いまして、当社グループは、事業部を基礎とした製品区分別のセグメントから構成されており、「工業機

材」、「セラミック・マテリアル」、「エンジニアリング」及び「食器」の４つを報告セグメントとしておりま

す。 

各報告セグメントに属する主な製品の種類は、以下のとおりです。 

  

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

（単位：百万円）

（注） 報告セグメントの利益は、営業利益であります。 

  

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

当第２四半期連結累計期間において、重要な事項はありません。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。 

  

当社は、平成22年８月30日開催の取締役会決議に基づき、平成22年８月31日付で自己株式3,975千株を取得いた

しました。取得価額は1,101百万円であり、その結果、当第２四半期連結会計期間末において自己株式が7,605百万

円となりました。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

報告セグメント 主な製品

工業機材 
研削砥石、ダイヤモンド工具、ＣＢＮ工具、研磨布紙、ドレッサ、研削・研磨

関連商品（研削油剤等） 

セラミック・マテリアル 

電子ペースト、厚膜印刷回路基板、セラミック部品、転写紙、画付材料、石

膏、デンタル関連商品、セラミック原料、電子部材、蛍光表示管及び同モジュ

ール等 

エンジニアリング 
遠赤外線加熱乾燥炉、高能率焼成炉ＲＨＫ、特殊高温雰囲気炉、スタティック

ミキサー及び応用装置、濾過装置、研削機械、超硬丸鋸切断機等 

食器 陶磁器食器、その他食器関連商品、装飾・美術品等 

  報告セグメント 

その他 合計 
  工業機材 

セラミック・

マテリアル 

エンジニア 

リング 
食器 計 

売上高    

外部顧客への売上高  18,287  20,013  9,064  4,248  51,613 －  51,613

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
 377  2,040  △56  △349  2,011 －  2,011

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（株）ノリタケカンパニーリミテド

【ご参考】 平成23年3月期　第2四半期決算短信 補足資料

１．当期業績（連結）の概要

①当第2四半期決算のポイント

【業績】

売上高516.1億円（前年同期比+24.9％）、営業利益20.1億円、

経常利益22.0億円、四半期純利益9.2億円。

【連結の範囲】

連結会社　23社（5社減少）　　持分法適用会社　3社（増減なし）
*連結会社の減少は、ノリタケ機材㈱及び㈱ノリタケセラミックスの本社への吸収合併

  ㈱ノリタケスーパードレッサーの㈱ノリタケスーパーアブレーシブへの吸収合併

  並びにNoritake (U.K.) Limited及びNoritake Hong Kong Ltd.の清算結了によるもの

【為替の影響】

5円の円高（前期96円→当期91円）により、売上高5億円、経常利益3億円減少

【中間配当金】

中間配当2.5円／株　（前期中間2.5円／株、前期期末2.5円/株）

②期別業績推移 （単位：億円 未満切捨）

49 +9.5% △29.9％

Ｈ18.9 中間

116円

652 +6.6%

46 +14.4%

金額 前期比

Ｈ19.9 中間

660

前期比金額金額 前期比

+1.2％ 668

Ｈ20.9 2Q

+1.2％

35 △30.9％50

9

△ 33

△ 36

平成22年11月8日

H22.9 2QＨ21.9 2Q

金額 前期比前期比 金額

+9.1％

37

+3.6％27 +29.0%

53

52

20

　－　 △ 4△ 9

△ 23

　－　

91円96円

　－　17

　－　

　－　

　－　

+24.9％

　－　

　－　　－　

413 △38.2％ 516

　－　 22

△ 24

　－　

+8.1％

105円

28

121円

8

　－　

△82.8％+21.5%

△ 1

50

△ 7

　－　 △ 28

+3.9％

0 　－　

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

当 期 利 益

特 別 損 益

税 前 利 益

US$為替

46
50

35

-24

49
53

37

-23

27 28

-7

20 22

9

-36
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売上高

Ｈ18.9 Ｈ19.9 Ｈ20.9 Ｈ21.9 Ｈ22.9
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③人員数 （単位：人）

（注）正規、非正規ともに期末人員数。非正規には、パート及び嘱託のほか、派遣社員も含めている。

④設備投資 （単位：億円）

（注）当期における主な投資案件：ダイヤモンドワイヤー製造設備（工業機材）

　　　　　　　　　　　　　　　　電子ペースト製造設備（セラミック・マテリアル）

⑤経常利益の増減要因 （単位：億円）

増加要因 52
前第2四半期（H21.9）経常損失

売上高の増加

合理化・改善の効果

生産稼働率向上

為替の影響

販管費の増加

当第2四半期（H22.9）経常利益

減少要因   7

⑥特別損益

・特別損失 （単位：億円）

- 0.5

資産除去債務
会計基準適用
に伴う影響額

固定資産
処分損

そ の 他

1.0

0.6 1.4

134

合計 前期比

811

△ 736

59

5,229

1

2

単　　　　独

597

工 業 機 材 0.2

ｾﾗﾐｯｸ･ﾏﾃﾘｱﾙ

0.2

0.2

-

合　　計

当四半期末（H22.9）

正規 非正規

前期末（H22.3）

国内グループ

115海外グループ 1,260

合　　計

管 理 部 門

7

食 器

ｾﾗﾐｯｸ・ﾏﾃﾘｱﾙ

ｴ ﾝ ｼ ﾞ ﾆ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ

1

1,065

17

4,164

正規

減価償却費

非正規

1,630376

528

1,434

2,165

当期（H22.9）

1,375

1,637

合計

2,901

工 業 機 材

減価償却費

2

6

1

1.6

19 17

2.1

14

2

-

2

7

21

4

△23

3

2,304

設備投資

919

前年同期（H21.9）

4,176

設備投資

1611,273

5,095

612 207 819 1,254

6

6

6

2

2

4

0.2

4.2合　　計

3

22

その他

4

0.1 2.1

1.2

0.9

0.3

合計特別退職金

0.0

28

20

4
45億円

増益
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⑦セグメント別業績 （単位：億円）

（注）前年同期のセグメント別業績については、当期より適用している「セグメント情報等の開示に

        関する会計基準」に準拠して作り直している。

⑧有利子負債 （単位：億円）

167

△6.0%

195

413

セグメント

金額 構成比(%)

Ｈ19.3

△ 24.6

ネット有利子負債

現 金 及 び 預 金

177有 利 子 負 債

31

100

食 器 46 11

128

82

157 38

31

前年同期（H21.9）

20

利益率

営業利益

合　　計

工 業 機 材

売上高

△ 1.8

△ 19.4

2003.6

△15.2% 183

124146

71

137

43

42△ 7.0

91

Ｈ20.3

133

Ｈ21.3

195

+24.9% 100

Ｈ22.3

58

ｾﾗﾐｯｸ・ﾏﾃﾘｱﾙ

ｴ ﾝ ｼ ﾞ ﾆ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ

金額

20.1

2.3％

516

△2.2% 18

3.7

△8.2%

10.2%20.4

△0.6%△ 0.5

△ 3.5

Ｈ22.9

3.9%

183

2.1%35

売上高

+43.2%

金額

8

金額 利益率構成比(%)

当期（H22.9）

前年同期比

営業利益

△8.8%△15.1%

39

+10.6%

+27.4%

140

34

177
167

195 195
183

146
133

124
137 140

43
31 34

71 58

0

50

100

150

200

250

Ｈ19.3 Ｈ20.3 Ｈ21.3 Ｈ22.3 Ｈ22.9

有利子負債 現金及び預金 ネット有利子負債

億円

補足　3/4



２．業績予想（連結）の概要
①重点施策

【新技術、新製品の開発】

シリコン、サファイヤ切断用ダイヤモンドワイヤー、太陽電池用電極ペースト、

リチウムイオン電池製造用乾燥炉・焼成炉など、成長中の環境･エネルギー分野向けの

製品開発と拡販に注力。

【海外展開】

生産拠点構築や、セラミック事業インドネシア工場の活用を推進。

【体制のスリム化】

経営の効率化を図るため、本社一体化による組織再編や情報システム整備を推進。

本社工場の移転を進め、本社跡地の有効活用について検討。

【設備投資計画】

設備投資50億円（Ｈ22年3月期実績29億円）、減価償却費45億円（H22年3月期実績38億円）

主要な設備投資案件：　工場新増設（ダイヤモンドワイヤー ８億円、電子ペースト ５億円）

                            　  情報システム構築 ２億円

②業績予想 （単位：億円 未満切捨）

③経常利益の増減要因（予想） （単位：億円）

H22年3月期 経常損失 増加要因 69

売上高の増加

合理化・改善の効果

生産稼働率向上

為替の影響

販管費の増加

H23年3月期 経常利益 減少要因 17

④セグメント別業績予想 （単位：億円）

（注）前期のセグメント別業績については、当期より適用している「セグメント情報等の開示に関する

        会計基準」に準拠して作り直している。

以　　上　

462 875

営 業 利 益

上半期 下半期

△ 24 8

税 前 利 益

△ 9 △ 9特 別 損 益

△ 33 0

11

1722

60

39

31 64

17

38

85

H23年3月期（予想）

売上高

29.3％375

営業利益

2.7%

1

3.4%

0.6%

8

△1.9% 16.4％ 100 351,020

△ 7 △8.2%

US$為替

工 業 機 材

食 器

売 上 高

経 常 利 益

当 期 純 利 益

40

100875

33

346

290

1194

145

合　計

ｾﾗﾐｯｸ・ﾏﾃﾘｱﾙ

ｴ ﾝ ｼ ﾞ ﾆ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ

H22年3月期

△ 16.7

△ 3.9

上半期

4.1%

516

6

△9.6％

17.2％

売上高

金額 構成比(%) 金額

営業利益セグメント

6

39

51

金額

9円の円高

35

－15

H23年3月期 （予想）

製造コスト削減や、新興国市場の開拓を目的として、中国ほかアジア地域で、工業機材事業の

H22年3月期

△ 19

金額

+16.4%

17

△ 23

1,020

△ 16 20

413 504

9

16 △2.7%

7.9%

利益率

170

31

前期比

10

12.7％

構成比(%)

下半期 通期

△ 8.9 △9.5%

37

14.1 390

△ 17.9

利益率

△6.2%

増減率

－52

通期増減

145

－

85円80円

－

－

14

11△ 4

△ 8 △ 45 9

94円

△ 36

91円

24

通期

△ 33

△ 4

15

△ 8

38

7

△13

△ 13

52億円
増益
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